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Sx500シリーズスタッカブルスイッチのスタッ
ク設定 

目的
 

Sx500スイッチのスタック構成により、スタック内のすべてのスイッチを1つの論理スイッ
チとして設定および管理できます。スタックは、スタック内のアクティブユニットから、ス
タックされたスイッチのすべてのポートを使用して設定できる単一のユニットと考えること
ができます。使用されている用語に慣れていない場合は、シスコビジネスをご覧ください。
新用語一覧。
 
この記事では、Sx500シリーズスタッカブルスイッチでスタックを設定する方法について説
明します。
  

該当するデバイス
 

Sx500シリーズスタッカブルスイッチ
  

[Software Version]
 

1.2.7.76
  

スタックの初期設定
 

ステップ1:Web構成ユーティリティにログインし、[Administration] > [System Mode and
Stack Management]を選択します。「システムモードとスタック管理」ページが開きます。
 

 
[Operational Status（運用ステータス）]領域には、次の情報が表示されます。
 

[スタックモード(Stack Mode)]：デバイスがスタックの一部であるかどうかが表示されます。
 

– スタンドアロン：スイッチはスタックの一部ではなく、単独で動作します。
 

https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/smb/switches/Cisco-Business-Switching/kmgmt-2331-glossary-of-non-bias-language.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/smb/switches/Cisco-Business-Switching/kmgmt-2331-glossary-of-non-bias-language.html
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– ネイティブスタック：スイッチはスタックの一部であり、ユーザ設定に基づいてアクテ
ィブ/メンバ/スタンバイとして動作します。
 

[Stack Topology]：スイッチがスタックの一部である場合、このフィールドには、使用されて
いるスタックトポロジのタイプが表示されます。
 

注：使用するスタックポート、スタックケーブルの向き、およびアクティブなスイッチ
選択プロセスによって、スイッチスタックが異なる場合があります。
 
- Ring：スイッチは、リングトポロジを使用するスタックの一部であり、完全な冗長性を
備えています。上の図は、リングスタックトポロジの例を示しています。リングトポロ
ジでスタックケーブル接続が失敗すると、スタックはチェーントポロジに戻りますが、
それでも1つのスタックとして機能します。障害のあるリンクを修復または交換して、リ
ングトポロジに戻ります。
 
注：使用するスタックポート、スタックケーブルの向き、およびアクティブなスイッチ
選択プロセスによって、スイッチスタックが異なる場合があります。
 

[システムモード(System Mode)]：スタック内のデバイスがレイヤ2モードかレイヤ3モードか
を表示します。レイヤ3モードは、ルーティング機能をサポートします。
Active Election Status：スタックアクティブユニットの選択方法が表示されます。可能なオプ
ションは次のとおりです。
 

- Automatic Active Election：アクティブが自動的に選択されます。
 
- Force Active：アクティブがユーザーによって選択され、強制されていることを示しま
す。再起動後も、このオプションを選択すると、スイッチはアクティブのままになりま
す。[スタックユニット番号(Stack Unit Number)]ドロップダウンリストから、アクティブ
にする力を選択します。詳細はステップ5を参照してください。
 
- System Up Time：各セグメントが10分のスイッチ間で交換される時間セグメント（ア
ップタイム）の数に基づいて、アクティブが選択されていることを示します。最も大き
い番号がアクティブです。
 
– ユニットID：スイッチに同じタイムセグメントがある場合、最も低いユニットIDに基づ
いてアクティブが選択されます。
 
- MACアドレス：スイッチのユニットIDも同じ場合、使用可能な最小のMACアドレスに
基づいてアクティブが選択されます。
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ステップ2:[System mode]フィールドのオプションボタンをクリックして、スタックをリブ
ート後にレイヤ2モードにするか、レイヤ3モードにするかを定義します。アクティブスイ
ッチがレイヤ2またはレイヤ3モードに設定されている場合、メンバスイッチも自動的に変
更されます。
 
注：スタックに接続されているすべてのデバイスは、同じシステムモードである必要があり
ます。
 

 
ステップ3：スタック管理設定テーブルで、スタック設定を変更するスイッチの横にあるチ
ェックボックスをオンにします。
 
スイッチに関する次の情報が表示されます。
 

Stack Unit Number：スタック内のスイッチのユニットID。
Model Name：スイッチのモデル名。
Stack Connection 1：最初のスタックポートの情報。これは、スタック接続のトラブルシュー
ティング、設定、または理解に使用されます。
 

- Port：スタックポートのID。例：S1またはXG1。
 
- Speed：最初のスタックポートの速度。
 
- Neighbor：最初のスタックポートに接続されている現在のスイッチのネイバー。
 

Stack Connection 2:2番目のスタックポートの情報。これは、スタック接続のトラブルシュー
ティング、設定、または理解に使用されます。
 

- Port：スタックポートのID。例：S1またはXG1。
 



- Speed:2番目のスタックポートの速度。
 
- Neighbor:2番目のスタックポートに接続されている現在のスイッチのネイバー。
 

 
ステップ4:[スタックユニットモード(Stack Unit Mode)]ドロップダウンリストから[ネイティ
ブスタック(Native Stacking)]を選択します。
 

 
ステップ5:[Stack Unit Number]ドロップダウンリストから、スタック内のスイッチのユニッ
ト番号を選択します。ユニットに番号を付ける場合はAutoを選択します。1、2、3、または
4を選択して、指定したユニット番号をユニットに割り当てます。ユニットにその番号を割
り当てて、再起動後にアクティブユニットにする場合は、[1-Force Active]または[2-Force
Active]を選択します。
 

 
ステップ6:[Stack Ports]ドロップダウンリストから、スタックに使用するスイッチ上のポー
トのペアを選択します。
 
注：イーサネットケーブルを銅線してスイッチをスタックする場合は、S1-S2コンボ1Gを
選択します。光ファイバケーブルを使用してスイッチをスタックする場合は、G3/G4を選択
します。
 



 
ステップ7:[Stack Ports Speed]ドロップダウンリストから、スタックのポート速度を選択し
ます。可能な値は、1G（1ギガビット）および5G（5ギガビット）です。 接続が100
Mbpsの場合は、ドロップダウンリストで1Gオプションのみを使用できます。ポート速度は
、スタックに接続されているすべてのスイッチで同じである必要があります。
 

 
ステップ8:[Apply and Reboot]をクリックし、設定したデバイスを再起動します。スイッチ
のリブートには1 ～ 2分かかります。
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